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４
月
か
ら
府
中
市
役
所
農
林
課
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
家
で
は
祖
母
が
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
に
関
わ
る
の
は

ほ
と
ん
ど
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
ま

だ
知
識
・
経
験
不
足
な
点
が
あ
る
の
で
、

日
々
勉
強
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
直
接
農
家
の
方
々
と
触
れ

合
う
機
会
が
多
く
な
る
の
で
、
少
し
で
も

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

松
尾 

弥
生
さ
ん
（
23
）

ま
つ  

お

や
よ
い
神
石
高
原
町

き
ら
り

安
芸
太
田
町

　
平
成
22
年
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
と

共
済
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
頃
は
春
や
秋
に
は
学
校
が

休
み
に
な
り
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
家

族
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
に
住

み
続
け
る
こ
と
は
、
農
地
を
守
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
48
年
間
、
恐
羅
漢
ス
キ
ー
場
の
近
く

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
自
分
で
作
っ
た
コ
メ

や
野
菜
を
提
供
し
て
お
り
、
お
い
し
い

と
好
評
で
す
。

　
妻
へ
は
苦
労
を
か
け
ま
す
が
、
い
つ

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

市
田 

義
臣
さ
ん（
77
）

　
　 

幸
子
さ
ん（
76
）

い
ち

だ

よ
し

と
み

ゆ
き

こ

　ＮＯＳＡＩ広島では、表紙モデルになっ
ていただけるお子さまを募集しています。
ご希望の方は、お気軽にＮＯＳＡＩ広島
本所または各支所等までご連絡ください。

表紙モデルを

募集しています

お子さまの笑顔で
表紙を飾って
みませんか？

水 
稲

被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

特 集 

三次市に住む福永蒼馬くん（５）と春陽
ちゃん（３）兄妹。春陽ちゃんはよくお兄ちゃ
んの真似をしたり、後ろを追いかけたりして
います。蒼馬くんは、お父さんの農作業を楽
しみながらお手伝いしています。

表紙写真紹介
ふくなが そう ま はる ひ
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払
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
分
割
評
価
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
へ
記
載
し
て
い
ま
す
。

◎
立
札
の
設
置

　
損
害
評
価
野
帳
の
右
端
が
立
札
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
切
り
取
っ
て
損
害
評
価

日
の
前
日
ま
で
に
、
被
害
耕
地
の
入
り
口

へ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
立
札
は
風
で
飛
ば
さ
れ
た
り
雨
に
濡
れ

た
り
し
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
な

ど
し
て
稲
穂
よ
り
も
高
く
し
、
よ
く
見
え

る
よ
う
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価
後
、
立
札
に
調
査
済
み
を
表

す
〝
し
る
し
〞
を
し
ま
す
の
で
、
確
認
を

し
て
刈
り
取
り
く
だ
さ
い
。

※
損
害
評
価
後
に
被
害
が
拡
大
し
た
場
合

は
、
再
度
損
害
評
価
し
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
作
物
共
済（
水
稲
）分
割
評
価
に
つ
い
て

◎
早
め
の
被
害
申
告
を

　
損
害
評
価
は
、
各
支
所
等
か
ら
お
知
ら
せ

す
る
評
価
日
程
で
行
い
ま
す
。
被
害
申
告
は

評
価
日
に
合
わ
せ
て
期
日
ま
で
に
「
損
害
評

価
野
帳
」
に
よ
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
刈
り
取
り
後
の
損
害
評
価
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
刈
り
取
り
前
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
と
な
る
災
害
（
共
済
事
故
）

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
気
象
上

の
原
因
に
よ
る
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
お

よ
び
鳥
獣
害
。
（
薬
害
な
ど
の
人
的
災
害

は
共
済
事
故
と
な
り
ま
せ
ん
）

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
損
害
評
価
を
行
う
中
で
、
共
済
事
故
以

外
の
原
因
に
よ
る
減
収
は
、
共
済
金
の
支

立
札
の
設
置
例

入口

道　路

あぜ被害を受けた耕地

損害評価の流れ

全筆調査班の均衡を図るため、任意で調査耕地を抽出し、実測調査をします。抜 取 調 査3

損害評価の終了後、損害評価会で調査結果を審議し、共済減収量（損害評価
高）を決定します。損害評価会4

損害評価高報告後、支払対象の皆さまに共済金をお支払いします（12月下旬ごろ）。
※支払対象とならなかった方にも通知をいたします。

共済金の
支払い6

農林統計資料などにより審査・検討し、損害評価高が認定されます。
県・国への
損害評価高
の報告

5

損害評価員３名を標準とした班を編成し、検見または実測の方法で現地調査
します。全 筆 調 査

（現地調査）
2

目視により10a当たりの収穫量を見積る検見調査

実測調査 耕地ごとに刈り取り（基準は60株刈り）をして10a当たりの収穫量を見積る

　
水
稲
の
被
害
申
告
を
さ
れ
た
耕
地

に
つ
い
て
、
通
常
行
う
べ
き
肥
培
管

理
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
減
収
が

あ
る
と
さ
れ
た
も
の
は
、
基
準
（
下

表
）
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
一
定
割
合

を
被
害
に
よ
る
減
収
と
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
分
割
評
価
）
。
こ
れ

は
適
正
か
つ
公
平
な
損
害
評
価
と
す

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　
被
害
申
告
さ
れ
た
耕
地
を
現
地
調
査

す
る
と
き
に
、
損
害
評
価
員
、
損
害
評

価
会
委
員
が
被
害
状
況
を
確
認
し
、
耕

地
ご
と
に
分
割
評
価
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

※
分
割
評
価
基
準
の
判
定
内
容
は
、

「
広
島
県 

水
稲
栽
培
基
準
」
に

準
じ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
水
稲
の
収
穫
期
に
合
わ
せ
て
被
害
申
告
さ
れ
た
ほ
場
の
損
害

評
価
（
全
筆
調
査
）
を
行
い
ま
す
。

　
ほ
場
を
よ
く
見
回
り
、
被
害
が
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
共
済
事
故
（
自
然
災

害
、
鳥
獣
害
、
病
虫
害
な
ど
）
に
よ
る
被
害
で
、
加
入
さ
れ
た
引
受
方
式
の
被
害
割
合
を

超
え
る
減
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
被
害
申
告
の
目
安
（
左
表
）
を
参
考
に

被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価
の
日
程
や
申
告
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
各
支
所
等
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

７割補償

６割補償

５割補償

８割補償

７割補償

６割補償

９割補償

８割補償

７割補償

引受方式と補償割合 被害割合（支払開始損害割合）

耕地ごとに基準収穫量の３割を超える減収

農家の耕地ごとの減収の合計が農家ごとの基準収穫量の２割を超える減収

農家ごとの減収量が農家ごとの基準収穫量の1割を超える減収

一
筆
方
式

半
相
殺

方
式

全
相
殺

方
式

※基準収穫量とはいわゆる平年収量のことです。
※半相殺および全相殺方式に一筆半損特約を付けられ加入されている場合は、
　耕地ごとで半分以上の被害が見込まれる時に被害申告をしてください。

被害申告の目安

〃 〃４割

〃 〃５割

2割 〃〃

3割 〃〃

〃 ４割 〃

〃 ３割 〃

突破された金網柵の補修をするなど、
必要な管理がされていなければ分割
評価となることがあります。

排水管理

種子消毒

病虫害防除

適期移植

施肥（堆肥含む）

除草管理

入排水管理が適切になされていない。

種子消毒を行っていない、または適正に行われていない。

防除がされていない、または適正に行われていない。

適期よりも１カ月以上遅植え及び栽植密度も適切ではない。

施肥がされていない、または施肥量が適正ではない。

雑草により水稲の生育が阻害されている。

通常行うべき対策（侵入防止）が実施されていない、
または対策（侵入防止）が不適切で、被害が減少していない。

収穫を目的としていない。

10

10

10

10

10

10

10

100

20

20

20

20

20

20

20

30

30

30

30

30

30

30 40 50

項　　　目

過失管理

鳥獣害対策

肥培管理

防除管理

土壌管理

通し番号

被害表示の立札
記入して被害耕地に立ててください。

地区名 ※ ヒガシク

※ 共済　太郎組合員氏名

※ ワカクサ  462-1耕 地 の
地名地番

※ 1耕地番号

※ 001分筆番号

※ 10.5 a引受面積

※ ヒノヒカリ品種別

切
取
線

切
取
線

内　　　容 分割割合（％）

特 集
被害申告の目安を参考に、被害割合を超える減収が見込まれる場合、損害評価
野帳へ必要事項を記入し、立札を被害耕地へ設置します。被 害 申 告1
※必ず刈り取り予定日を記入し、収穫前に申告してください。

被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

水 

稲

適
正
な
損
害
評
価
の
た
め
に
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昨
年
は
全
国
各
地
で
想
定
外
の
豪

雨
・
台
風
・
地
震
な
ど
が
発
生
し
、
県

内
で
も
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
で
、

ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
前
に
、
ハ
ウ

ス
の
被
害
に
備
え
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園

芸
施
設
共
済
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
施
設
の
再
点
検
を
行
い
、
被
害
の
未

然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
作
業
に
適
し
た
服
を
着
用
し
、
巻
き

込
み
を
防
止
す
る
。

●
事
前
に
路
肩
や
畦
畔
の
位
置
を
確
認

す
る
。

●
わ
ら
詰
ま
り
な
ど
、
異
常
が
発
生
し

た
場
合
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

し
対
処
す
る
。

●
補
助
者
と
の
合
図
や
確
認
を
徹
底
す

る
。

●
休
憩
を
と
り
、
ゆ
と
り
あ
る
作
業
計

画
で
実
施
す
る
。

　
毎
年
こ
の
時
期
は
、
接
触
や
転
覆
な

ど
の
農
機
具
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
事
故
に
備
え
て
、
農
機
具
損
害
共

済
へ
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

麦
共
済
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

果
樹
へ
の
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
今
年
も
ま
も
な
く
稲
刈
り
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
収
穫
に
備
え
農
機
具
の
性

能
を
最
大
限
発
揮
し
、
か
つ
安
全
で
快

適
な
作
業
を
す
る
た
め
に
、
正
し
い
取

り
扱
い
と
点
検
お
よ
び
手
入
れ
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
重
大
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
い
ま
一
度
、
安
全
確
認
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

□
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
量
、
色
の
確
認

□
各
ベ
ル
ト
の
張
り
と
損
傷
を
確
認

□
バ
ッ
テ
リ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
の
か
か
り

具
合
の
確
認

□
刈
刃
や
こ
ぎ
刃
等
の
磨
耗
、
破
損
の
確
認

□
各
部
に
グ
リ
ス
ま
た
は
注
油
の
実
施

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減
収

を
補
償
し
ま
す
。
加
入
の
対
象
は
、
水
稲

お
よ
び
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計
が
、
10
㌃

以
上
と
な
る
農
家
で
す
。
加
入
さ
れ
る
場

合
は
、
「
令
和
２
年
産
　
麦
共
済
加
入
申

込
書
兼
変
更
届
出
書
」
を
11
月
10
日
ま
で

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
（
か
ん
き
つ

類
）
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
な
ど
に

自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
収
穫
前
に
損
害
評
価
を
行

い
ま
す
の
で
、
園
地
の
状
況
を
確
認
し
、

早
め
の
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
支
所
等
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 農

作
物
共
済

果
樹
共
済

家
畜
共
済

　
損
害
防
止
事
業
の
一
環
と
し
て
、
削

蹄
助
成
金
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
交
付
申
請
書
に
削
蹄
実
施
者
に
よ
る
証

明
書
、
も
し
く
は
削
蹄
料
の
領
収
書
か
請

求
書
の
写
し
を
添
付
し
、
令
和
２
年
２
月

末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

削
蹄
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

自
然
災
害
に
備
え
て

園
芸
施
設
共
済

　
拡
充
さ
れ
た
掛
金
の
割
引
措
置
は
、

❶
小
規
模
被
害
を
補
償
範
囲
か
ら
除
外

（
20
万
円
ま
た
は
10
万
円
の
小
損
害

不
て
ん
補
を
選
択
）

❷
耐
用
年
数
の
2.5
倍
を
超
え
た
施
設
を

補
償
範
囲
か
ら
除
外

❸
パ
イ
プ
の
太
さ
が
31
.
８
㍉
以
上
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
40
‐
２
型
）

❹
一
斉
受
付
で
集
団
加
入
の
場
合

　❶
〜
❹
の
割
引
適
用
で
、
掛
金
を
割

引
前
の
3
割
以
下
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
❹
は
集
団
（
生
産
出
荷
団

体
等
）
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
「
集
団
加

入
」
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
斉
受
付
で
一
定
以
上

の
加
入
が
あ
っ
た
場
合
に
、
掛
金
や
賦

課
金
を
割
引
し
ま
す
。

　
９
月
か
ら
は
小
損
害
不
て
ん
補
に

1
0
0
万
円
と
50
万
円
が
追
加
さ
れ
、

更
に
掛
金
の
割
引
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

園
芸
施
設
共
済

掛
金
等
の
割
引
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
捕
獲
柵
や
侵
入
防
止
施
設
の
一
部

助
成
に
つ
い
て
、
申
請
期
限
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

・
農
作
物
…
令
和
元
年
10
月
末
日

・
果
　
樹
…
令
和
２
年
１
月
末
日

損
害
防
止
事
業
助
成
金

申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
次
の
場
合
は
速
や
か
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
事
故
が
発
生
し
た
と
き

●
加
入
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
、
共
済

金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

農
機
具
共
済

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る

た
め
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、共
済

掛
金
等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

は
、Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に

本
店
を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変

更
等
は
、各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
共
済
掛
金
等
を「
現
金
」ま
た
は

「
振
込
」で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
、

ご
加
入
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
確
認
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た

ら
、現
在
の
ご
加
入
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
内
容
の
本
人
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

米
の
収
穫
作
業
に
備
え

点
検
と
安
全
確
認
を

農
機
具
共
済

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

４
６
８
０
円

２
カ
月
間
の

試
し
読
み
実
施
中

読
者
の
声

●
「
中
国
版
」
で
知
っ
て
い
る
人
を
た
ま

に
見
か
け
て
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
興
味

深
く
読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
歳
、
男
性
）

●
「
青
年
の
ペ
ー
ジ
」
が
良
か
っ
た
で

す
。
農
業
後
継
者
の
若
手
農
家
の
方
た

ち
の
元
気
や
夢
、
楽
し
ん
で
仕
事
を
さ

れ
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
歳
、
女
性
）

収
入
保
険
制
度
や
農
業
共
済
制

度
の
解
説
、
農
政
の
動
き
や
全

国
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
取
り
組
み

を
週
刊
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
農
業
共
済
新
聞
を
、
ま
ず
は
試
し

読
み
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
２
カ
月
間

無
料
で
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

《
試
し
読
み
お
よ
び
購
読
の
申
し
込
み

は
、
各
支
所
等
へ
》

農
機
具
の
主
な
点
検
項
目

農
作
業
の
安
全
ポ
イ
ン
ト

　
共
済
事
故
が
発
生
し
た
ら
、

速
や
か
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
事
故
発
生
後
、
通
知
が
11

日
以
上
経
過
す
る
と
損
害
の
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
通

知
前
に
修
理
さ
れ
た
場
合
は
、

補
償
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
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収
入
減
少

■
現
在
加
入
い
た
だ
い
て

　い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

●
過
去
の
農
業
収
入
申
告
書
の
確
認
は

済
ん
で
い
ま
す
の
で
、
令
和
２
年
の

農
業
経
営
に
関
す
る
計
画
を
示
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
次
年
度
の
加
入
申

請
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

●
農
作
物
の
収

穫
量
・
出
荷

量
の
減
少
や

品
質
低
下
に

関
係
す
る
事

故
が
発
生
し

た
場
合
や
、

営
農
計
画
を

変
更
す
る
と

き
な
ど
は
、
電
話
等
で
速
や
か
に
最

寄
り
の
支
所
等
へ
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
た
だ
い
ま
収
入
保
険
の
加
入
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ご
加
入
の
方
は
引
き
続
き
、
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
昨
年
は
加
入
し
な
か
っ
た
け
ど
今
年
は
少
し
考
え
て
み
よ
う
」
な
ど
、

関
心
の
あ
る
方
は
、
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

１
．
収
入
保
険
の
仕
組
み

　
　
お
よ
び
補
償
内
容
を
説
明

●
青
色
申
告
決
算
書
等
、
農
産
物
の
販

売
収
入
が
分
か
る
税
務
書
類
の
確
認

を
し
ま
す
。

●
書
類
は
後
日
で
も
、
お
お
ま
か
な
金

額
等
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
保

険
料
の
試
算
や
加
入
プ
ラ
ン
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
で
ご
提
案
し
ま
す
。

収
入
保
険
は
あ
ら
ゆ
る
収
入
減
少
を
サ
ポ
ー
ト

　
キ
ク
３
品
種
を
１
㌶
の
畑
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。
花
卉
は
市
場
価
格
の

影
響
を
受
け
や
す
く
、
良
い
品
質
で

あ
っ
て
も
出
荷
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
収
入
が
大
き
く
変
動
し
ま
す
。

実
際
、
３
年
前
の
出
荷
最
盛
期
に
大

き
く
価
格
が
下
が
り
、
経
費
ば
か
り

が
掛
か
る
た
め
数
万
本
の
出
荷
を
断

念
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
か

ら
、
農
業
経
営
で
収
入
変
動
に
備
え

る
手
段
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
収
入
保
険
を
知
り
、
納
得
す

る
ま
で
何
度
も
説
明
に
来
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
収
入
保
険
で
収
入
減
の
リ
ス
ク
に

備
え
、
５
年
後
に
は
２
㌶
ま
で
栽
培

面
積
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

■
加
入
意
向
の
あ
る
方

（
検
討
中
な
ど
）
の

申
請
手
続
き
の
主
な
流
れ

の

声声

加
入
者

庄原市
渡邊 諒さん（25）

２
．
加
入
手
続
き
書
類
の
説
明

●
口
座
振
替
依
頼
書
、
加
入
申
請
書
、

契
約
の
し
お
り
等
（
確
認
事
項
）

の
説
明
を
し
ま
す
。

３
．
契
約
（
申
請
書
類
の
作
成
）

●
加
入
申
請
書
（
通
知
事
項
・
確
認
事

項
・
誓
約
事
項
）
、
過
去
の
農
業
収

入
申
告
書
（
平
成
27
年
分
〜
30
年

分
）
、
農
業
経
営
に
関
す
る
計
画
を

そ
ろ
え
ま
す
。

●
保
険
料
、
積
立
金
、
事
務
費
の
納
入
手

続
き
を
し
ま
す
。

保険期間中の
営農計画

（規模拡大や収入が
年々増加しているなど）を

お聞きして、
農業者の皆さまの

ニーズにあった
内容をご提案します。

ご説明に
伺います

掛金等の例と補てん金のイメージ

掛金等の例

補てん金のイメージ

Ｑ＆Ａコーナー

当年収入が700万円の場合

当年収入
700万円

自己責任部分
積立金
90万円
保険金
90万円

収
入
減
少

▲30％▲30％
90％

当年収入が500万円の場合

当年収入
500万円

自己責任部分
積立金
90万円

保険金
270万円

収
入
減
少

90％

当年収入が０円の場合

当年収入
０円

自己責任部分
積立金
90万円

保険金
720万円

100％

90％
（補てん限度額）
80％

（保険限度額）

100％

90％

80％

▲100％▲100％
90％

　事
故
発
生
等
の
連
絡
が
な
い

場
合
や
、
農
作
業
日
誌
で
事
故

防
止
の
取
り
組
み
（
通
常
行
う

肥
培
管
理
や
薬
剤
散
布
な
ど
）

を
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
保
険
金
等
を
お
支
払
い
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保険期間中の収入見込が1,000万円の方で
補償限度90％（保険方式80％と積立方式10％）、支払率90％を選択した場合

▲50％▲50％

とくに積立金を一度に
用意するのはむずかしいわ。
掛金を少なくする方法が
ありますか？

Ｑ．
収入保険には
加入したいけれど、
私には掛金が大きくて・・・

上記の例で保険方式のみであれば、9.8万円の掛金で加入できます。
（さらに支払率を90％から50％に変えると約4割減の5.6万円です）
積立方式に加入した場合でも、積立金は22.5万円から12.5万円までの
間で選択できます。ただし、補てん金も変わりますのでご注意ください。
掛金でお悩みの場合も説明に伺いますので、お気軽にご連絡ください。

Ａ.
保険方式のみで加入すれば、掛金を
少なくできます。また、補償金額に応じて、
掛金を少なくすることもできます。

掛金のことで悩んでいませんか
収入保険

りょう

※当年収入は税申告の収入金額で、農産物の販売収入に畑作物数量払交付金と過年度精算金、棚卸高を加えた金額です。

補
て
ん
金
を

含
め
た
農
家
収
入

8
8
0
万
円

補
て
ん
金
を

含
め
た
農
家
収
入

8
6
0
万
円

農
家
収
入
は

補
て
ん
金
の
み

8
1
0
万
円

補てん金合計
360万円

補
て
ん
金
合
計

8
1
0
万
円

補てん金合計
180万円

農業者が用意する掛金等 加入1年目 2年目以降

保険料

積立金

事務費

〔 合計 〕

保険料は前年までの保険金の受け取り実績に
応じて変動します。

事務費は2年目以降1,300円減額となります。

積立金は加入者ご自身のお金ですので、補て
んに使用しなければ、翌年に持ち越されます。
積立金の受け取り実績は、保険料には関係あ
りません。

7.8万円±α7.8万円

22.5万円

2.2万円 2.1万円

32.5万円

（22.5万円）
前年に積立金の取
り崩しがなく、前年
と基準収入が変わ
らない場合は、０円

収入保険事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
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本
年
４
月
末
現
在
、
侵
入
窃
盗
被
害
が
前
年
同
期
比
で
１
０
７
件
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、
約
４
割
が
空
き
巣
・
忍
び
込
み
・
居
空
き
の
「
住
宅
対
象
」
で
す
。

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
被
害
が
急
増
中
！

　
窓
ガ
ラ
ス
全
体
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
シ
ー
ト

を
貼
っ
て
打
ち
破
り
に
く
く
し
た
り
、
補
助

鍵
を
付
け
て
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
し
た
り
す
る
な

ど
、
侵
入
に
10
分
以
上
か
か
る
よ
う
対
策
！

犯
人
に
侵
入
を
諦
め
さ
せ
よ
う

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

空
き
巣
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

● ガラス破り…約４割
● 無締まり…約３割

※（   ）内は前年同期比

空き巣
が急増!

その他

忍び込み

空き巣
159件
（+44）

36件（-４）

159件
（+59）

居空き
12件（+8）

侵
入
手
口
は
？

広
島
県
警
防
犯
情
報

用
者
と
し
て
の
視
点
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
各
農
場
に
は
、
農
業
経

営
に
打
撃
を
与
え
る
様
々
な
リ
ス
ク
が
潜

ん
で
い
ま
す
。

　
一
番
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
農
薬
の
残
留

事
故
で
す
が
、
自
分
の
栽
培
し
て
い
る
農

産
物
が
食
中
毒
の
原
因
に
な
る
…
そ
う

い
っ
た
リ
ス
ク
を
考
え
て
農
業
を
し
て
い

る
方
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
に
関
す
る
リ
ス
ク
も

深
刻
で
す
。

　
農
林
水
産
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
毎
年

４
０
０
人
前
後
の
人
が
農
作
業
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
単
純
な
農
作

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、

な
ぜ
取
り
組
む
の
か
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
広
島
県
農
林
水
産
局 

吉
岡
弥
生

主
任
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
何
で
す
か
？

　
安
全
・
安
心
な
農
産
物
へ
の
需
要
の
高
ま
り
な

ど
を
背
景
に
、
農
産
物
を
生
産
す
る
上
で
、
農
業

者
が
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
基
準
と
し

て
ま
と
め
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
践
す
る
こ
と
で
食
品
安
全
、
環
境

保
全
、
労
働
安
全
、
人
権
保
護
、
経
営
改
善
に
つ

な
が
り
ま
す
。

農
業
者
の

み
な
さ
ん

を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を

　
す
る
の
で
す
か
？

　
例
え
ば
、
「
使
用
道
具
の
整
理
・
整
頓
を
す

る
」
（
図
１
）
、
「
労
働
事
故
に
備
え
て
救
急
箱

を
準
備
す
る
」
、

「
堆
肥
場
で
作
業
し

た
長
靴
で
、
選
果
場

に
入
ら
な
い
」
な

ど
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
取
り

組
む
こ
と
の
多
く
は

基
本
的
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
実
は
こ
れ
は
で

き
て
い
な
か
っ
た
、
と
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
な
ぜ
今
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
が

　
広
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
農
業
の
規
模
拡
大
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
家
族
経
営
、

小
規
模
農
業
か
ら
、
法
人
化
等
に
よ
り
雇
用
労

働
が
増
え
、
農
業
者
は
よ
り
一
層
経
営
者
・
使

ギ
ャ
ッ
プ

業
事
故
は
年
間
４
万
５
千
件
以
上
発
生
し

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
が

起
こ
る
と
、
自
分
自
身
が
農
作
業
で
き
な

く
な
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雇
用
し

て
い
る
従
業
員
が
怪
我
を
し
た
ら
？
も
し

労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
ら
？

経
営
に
与
え
る
影
響
は
は
か
り
し
れ
ま
せ

ん
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
は
、
農
場
内
の
危
険
な
場
所

を
想
定
し
、
そ
の
危
険
度
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
（
図

２
）
。
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
経
営
者
が
、
「
よ
り
良
い
農
場
」

を
目
指
す
た
め
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
一
つ
の
手

段
と
し
て
活
用
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
に
は

　
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
さ
き
ほ
ど
も
少
し
述
べ
た
よ
う
に
、
農
産
物

を
口
に
す
る
消
費
者
に
、
よ
り
安
全
な
も
の
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
自
分
自
身
や
従
業
員
の
事
故
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
広
島
県
内
で
は
令
和
元
年
６
月
末
現
在
、
35

の
農
場
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
取
得
し
て
い
ま

す
。
そ
の
い
く
つ
か
の
農
場
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
従
業
員
と
の
話
し
合
い
を

す
る
機
会
が
増
え
、
安
定
雇
用
に
つ
な
が
っ

た
、
資
材
の
整
理
整
頓
が
進
ん
で
不
良
在
庫
の

削
減
に
つ
な
が
っ
た
、
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
っ
て
審
査
費
用
が

　
高
い
と
聞
き
ま
し
た

　
国
内
の
認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、G
LO
B
A
L-

G.A.P.

やASIAGAP

、JGAP

が
あ
り
ま
す

が
、
審
査
は
ほ
ぼ
毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
審
査
費
用
も
10
万
円
〜
40
万
円
に
も
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
い
う
の
は
認
証
を
取
得
し

な
く
て
も
、
農
産
物
の
安
全
性
の
確
保
や
農
作

業
事
故
の
低
減
な
ど
を
目
指
す
た
め
の
対
策
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
広
島
県
農
林
水
産
局
で
は
、
今
は
認
証
を
取

得
す
る
必
要
は
な
い
け
れ
ど
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
導
入
し

た
い
、
と
い
う
方
の
た
め
に
「
広
島
県
Ｇ
Ａ
Ｐ

実
践
の
手
引
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
中
に
は
と
っ
つ
き
に
く
い
項
目
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
こ
の
手
引
を
読
ん
で
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

QA

QQ AA

QQ AA

「
G
A
P
」

図１：倉庫内のハサミ置き場

図２：例えば事故発生時の対応手順(例)を農場内の見やすい場所に掲示す
ることもGAPの取り組みのひとつです

住
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Ｈ
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別

発
生
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Ｈ
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．４
末
現
在
）

．４
末
現
在
）

　
ご
み
出
し
や
買
い
物
な
ど
、
短
時
間
の
外

出
で
も
必
ず
施
錠
！

　
２
階
の
窓
や
格
子
窓
で
も
必
ず
施
錠
確

認
！

確
実
に
戸
締
ま
り
を
し
よ
う

　
住
民
同
士
の
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
領
域
性
を
高
め
る
！

不
審
者
を
寄
せ
付
け
な
い

環
境
を
作
る

　
植
木
を
剪
定
す
る
な
ど
し
て
見
通
し
を
確

保
す
る
ほ
か
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
「
防

犯
カ
メ
ラ
作
動
中
！
」
な
ど
の
看
板
に
よ

り
、
外
部
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
分
か

ら
せ
る
こ
と
も
大
切
！

犯
人
は
見
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
う

呼ぶ 呼ばない
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食品・環境・人に
よい農業を

Good
Agricultural
Practice

よい
農業の
やり方

事故発生・倒れている人を発見！！

救急車を呼ぶか判断

周囲の安全を確認してから駆け寄り、声をかける

通信指令員の指示を受け、一次救命を行う。
救急隊へ引き渡し後は、必ず農場責任者に連絡する。

次の状態にひとつでも当てはまるか、
判断に迷った場合はすぐに「119」に電話する。

AEDの場所

① ○○公民館
② ○○小学校

●意識障害（肩をたたきながら大声で呼びかけて、反応がない）
●呼吸停止・大出血・頭を強く打った・顔面蒼白・失禁

① 応急処置
② 責任者へ連絡
③ 必要に応じて病院へ

① 救急であること
② 場所
③ 傷病者の名前、年齢、性別など
④ どのような事故・症状か
　 （意識、呼吸、会話、歩行の状態）
⑤ 電話をかけている人の名前、連絡先

「119」に電話して伝えること

① 協力者を求める
② 「Aさんは119番に電話してください」
③ 「BさんはAEDを持ってきてください」

広島県GAP実践の手引
「GAP」で農場管理を“見える化”し、食の安全・安心を実践しましょう。

広島県農林水産局農業技術課

詳しくは

TEL.082-513-3585　FAX.082-223-3566

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/84/gap-tebiki.html

検 索広島県GAP実践の手引



モ
モ
の
ス
ー
プ

　原
産
地
の
中
国
で
は
、
モ
モ
は
長
寿
を
与
え
邪

気
を
払
う
果
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

種
は
咳
を
鎮
め
る
な
ど
の
漢
方
薬
と
し
て
用
い
ら

れ
、
葉
は
肌
を
整
え
る
入
浴
剤
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
弥
生
時
代
に
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
、
皮
が
白
く
、
果
汁
が
多
い
水
蜜

桃
を
も
と
に
育
て
ら
れ
た
白
桃
系
を
生
食
用
と
し

て
栽
培
。
明
治
時
代
に
品
種
改
良
さ
れ
、
果
肉
は

柔
ら
か
く
、
よ
り
果
汁
が
多
い
モ
モ
が
で
き
ま
し

た
。　今

回
の
〝
モ
モ
の
ス
ー
プ
〞
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
夏
に
よ
く
飲
ま
れ
て
い
る
料
理
で
す
。
モ
モ
が

な
い
時
期
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
で
も
お
い
し

く
で
き
ま
す
。

材料（２人前）

モモ
水
砂糖
シナモン
塩
小麦粉
牛乳

１個
250ｍl

大さじ１～
小さじ１／４

ひとつまみ
大さじ１／２

100ｍl

作り方

今
回
の
食
材

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

モ
モ

❶ モモは皮をむいて種を除き、１cmくらいのサイコロ
状に切る。

❷ 小さめの鍋に❶のモモと水、砂糖、シナモン、塩を加
えて煮る。

❸小麦粉と牛乳を塊ができないように混ぜておき、❷が
沸いたらゆっくり回し入れる。

❹ 弱火でかき混ぜながら、軽く沸騰させる。（味をみ
て、砂糖やシナモンを加えてもよい）

❺ 氷水などで急速に冷やし、冷蔵庫でしっかり冷やす。

料理のポイント
★煮込んだものをミキサーにかける方法もおすす

めです。
★牛乳の代わりに、生クリームやサワークリーム

を加えるとこくがでます。
★スパイスはシナモンだけでなく、クローブを加

えると深みのあるスープになります。
★レモンの皮をすりおろすと香りが良いです。

福
山
市
神
辺
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「土作りにこだわったモモをぜひ食べてみてください」と
三吉さん

　
１
2
０
㌃
で「
川
中
島
白
桃
」な
ど
５
品
種
の
モ

モ
や
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。モ
モ
栽
培
は
父

親
の
代
か
ら
始
め
て
66
年
目
を
迎
え
、現
在
は
妻

と
息
子
の
３
人
で
作
っ
て
い
ま
す
。

　
堆
肥
に
酵
素
と
米
ぬ
か
を
混
ぜ
、酵
素
堆
肥
を

畑
に
入
れ
て
い
ま
す
。就
農
し
て
か
ら
ず
っ
と
取
り

組
ん
で
出
来
上
が
っ
た
独
自
の
こ
だ
わ
り
の
堆
肥

で
す
。

　
モ
モ
の
味
は
天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す

が
、少
し
で
も
お
い
し
い
も
の
を
作
り
た
い
と
、

日
々
情
熱
を
傾
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
は
７
月
上
旬
か
ら
お
盆
前
後
ま
で
続
き
、

市
場
と「
Ｊ
Ａ
福
山
市
神
辺
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
市
」へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

　
旬
は
６
〜
９
月
で
す
。左
右

対
称
で
ふ
っ
く
ら
と
丸
く
、み

ず
み
ず
し
い
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。９
割
近
く
が
水
分
な

の
で
夏
の
水
分
補
給
に
最
適

で
す
。ま
た
、食
物
繊
維
の
ペ
ク

チ
ン
が
含
ま
れ
て
お
り
、整
腸

作
用
に
よ
る
便
秘
の
解
消
に

役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
口
メ
モ

モ
モ

調理時間

（冷やす時間を除く）

15 分

三
吉 
正
己
さ
ん
（
65
）

み

よ
し

　
　
ま
さ

　み

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣
医
師
が
家
畜
を
飼
う
上
で

注
意
し
た
い
病
気
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
暑
く
な
る
時
期
、
子
牛
が
一
度
に

た
く
さ
ん
の
水
を
飲
み
、
赤
い
尿
を

排
泄
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
こ
の
病

気
で
す
。

　
予
防
と
し
て
、
ま
ず
子
牛
に
は
い

つ
で
も
き
れ
い
な
水
が
飲
め
る
状
態

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
炎
天
下
で
の
輸
送
後
な
ど
に
飲
水

さ
せ
る
際
に
は
水
に
食
塩
を
0
•4
％

か
ら
0
•5
％
の
割
合
で
加
え
て
か
ら

与
え
ま
し
ょ
う
。

　
赤
い
お
し
っ
こ
を
す
る
の
を
血
尿

と
言
い
ま
す
。
原
因
は
細
菌
感
染

や
、
尿
石
症
、
腫
瘍
な
ど
あ
り
ま
す

が
、
子
牛
で
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
水
を
飲
ん
だ
時
に
も
、
血
尿
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
症
状
を

「
水
中
毒
」
と
言
い
ま
す
。

　
生
後
６
カ
月
以
内
の
子
牛
に
多
く

発
症
し
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
水
を

飲
む
と
血
液
が
薄
く
な
り
、
酸
素
や

栄
養
を
運
ん
で
い
る
赤
血
球
が
壊
れ

て
（
溶
血
し
て
）
、
血
尿
（
赤
色
素

尿
症
）
に
な
り
ま
す
。

　
軽
症
な
ら
一
過
性
に
血
色
素
尿
を

排
泄
す
る
の
み
で
、
自
然
治
癒
し
ま

す
が
、
繰
り
返
す
と
発
育
不
良
に

な
っ
た
り
、
重
症
と
な
れ
ば
肺
水
腫

子
牛
の
水
中
毒

東
広
島
家
畜
診
療
所
　
石
橋 

一
郎

試験会場：広島市内
　　　　　（受験票に記載の場所）
②第二次試験／面接試験
試験日時、場所は第一次試験合格
者に通知

令和元年８月28日（水）午前10時
から

【ＮＯＳＡＩ広島の概要および業務
内容の紹介と採用試験申込み手続
き等について】
※参加は任意ですが、事前申し込み
が必要です。

〒732-0052 
広島市東区光町一丁目２番23号
広島県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ広島）
総務部：藤原・末田
☎ 082－262－4711

採用職種および人数

応募資格

業務内容

応募書類

説明会開催予定

応募先・問い合わせ先
選考方法

勤務場所

応募方法と受付期限

詳しい事業内容などは、NOSAI広島の
ホームページをご覧ください。 http://www.nosai-hiroshima.or.jp

一般事務職　５名

平成５年４月２日以降に生まれた
者で、高等学校卒業以上の学歴を
有する者または令和２年３月に高
等学校卒業見込みの者

農業保険法に基づく農業共済事業お
よび収入保険事業の実施に伴う業務

広島県内

所定の応募書類を、令和元年10月
４日（金）までに、総務部総務課に

提出してください。なお、提出は書
留郵便とし、封筒の表に「職員採用
応募書類」と記入してください。ま
た、応募書類は返却いたしません。
応募書類を受付後、受験票を送付
します。

※高校卒業見込みの者の応募につ
いては、学校またはハローワークを
通じて提出してください。

〔管轄：広島東公共職業安定所　　
求人番号：34140-226099〕

履歴書（写真添付、連絡先明記）、卒
業(見込)証明書、学業成績証明書

①第一次試験
筆記試験（一般教養、適性、小論文）
試験日時：令和元年10月26日（土）
午前10時から

広島県農業共済組合では、令和２年度の職員採用を次のとおり予定しています。

職 員 募 集職 員 募 集
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地域の話題地域の話題

「品種を決定することが第一。地域でも期待している」と試験
飼育する鶏を抱く大月さん

安芸高田市

大
地
鶏
」
の
雄
と
、
在
来
種
の
雌
を
掛
け
合

わ
せ
た
地
鶏
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
に
は
、
法
人
や
個
人
の
生
産
者
が

30
〜
１
５
０
羽
と
さ
ま
ざ
ま
な
飼
育
規
模
で

参
加
。
生
産
性
や
味
な
ど
を
検
証
す
る
た

め
、
東
広
島
市
の
生
産
者
ら
で
改
良
途
中
の

鶏
を
飼
育
し
、
デ
ー
タ
収
集
し
て
い
ま
す
。

地
鶏
の
完
成
後
に
は
、
飼
育
管
理
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
酒
ど
こ
ろ
と
し
て
有
名
な

同
市
西
条
の
酒
か
す
や
、
カ
キ
殻
、
同
市
産

の
農
産
物
を
餌
に
使
用
す
る
計
画
だ
と
い
い

ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
の
開
発
に
向
け
て
、
東
広

島
市
で
は
、
広
島
大
学
、
市
、
生
産
者
、
関

係
機
関
で
「
東
広
島
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
開
発
振

興
協
議
会
」
を
２
０
１
８
年
４
月
に
設
立
し

ま
し
た
。
21
年
の
本
格
販
売
を
目
指
し
、
試

験
飼
育
や
試
食
会
の
開
催
、
品
種
改
良
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
産
者
と
団
結
し
て
取
り
組
む

　
多
品
種
の
鶏
を
飼
育
し
研
究
す
る
広
島
大

学
大
学
院
統
合
生
命
科
学
研
究
科
で
は
、
都

築
政
起
教
授
を
中
心
に
、
大
学
独
自
の
「
広

東広島市

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
て

　
事
務
局
の
東
広
島
市
産
業
部
農

林
水
産
課
・
農
水
産
ブ
ラ
ン
ド
振

興
係
の
谷
澤
宏
主
事
は
「
地
鶏
の

飼
育
期
間
は
通
常
３
〜
４
カ
月
だ

が
、
開
発
中
の
鶏
は
そ
れ
以
上
。

生
産
性
を
考
え
、
４
カ
月
で
肉
の

質
や
味
の
の
り
な
ど
地
鶏
と
し
て

求
め
ら
れ
る
も
の
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　
都
築
教
授
の
も
と
で
は
、
早
く

大
き
く
育
ち
、
飼
い
や
す
い
鶏
の

研
究
、
試
験
飼
育
す
る
ひ
な
の
供

給
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
科
家

畜
育
種
遺
伝
学
研
究
室
の
竹
之
内

惇
研
究
員
は
「
日
本
の
鶏
は
世
界
に
売
り
出

せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
地
域
経
済
に
も
貢

献
で
き
、
日
本
の
鶏
は
す
ご
い
と
い
う
こ
と

を
伝
え
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　
19
年
５
月
に
生
産
者
同
士
の
連
携
や
規
模

拡
大
を
目
的
と
し
た
「
東
広
島
ブ
ラ
ン
ド
地

鶏
生
産
者
組
合
」
が
設
立
。
そ
こ
で
副
会
長

を
務
め
る
同
市
河
内
町
の
大
月
靖
規
さ
ん

（
64
）
は
、
昨
年
10
月
か
ら
30
羽
を
飼
育

し
、
現
在
は
60
羽
に
な
り
ま
し
た
。
「
古
米

や
市
販
の
飼
料
、
カ
キ
殻
な
ど
を
餌
に
し
て

い
る
。
地
鶏
と
し
て
特
色
あ
る
飼
育
方
法
を

確
立
し
な
い
と
い
け
な
い
し
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
。
採
算
が
と
れ
る
か
ど
う
か
も
重
要

だ
」
と
、
試
行
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ウ
リ
「
リ
ト
ル
ポ
テ
ト
」
な
ど
、
市
場
に

あ
ま
り
出
回
っ
て
い
な
い
野
菜
を
年
間
１

０
０
種
類
以
上
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
子
ど
も
の
た
め
に
自
分
た
ち
で

食
べ
る
も
の
だ
け
を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
珍
し
い
野
菜
の
種
を
集
め
る
の
が
照

美
さ
ん
の
趣
味
に
な
っ
て
い
っ
た
と

い
い
ま
す
。
安
全
な
も
の
を
安
心
し

て
食
べ
る
た
め
、
農
薬
や
化
学
肥
料

に
頼
ら
な
い
で
栽
培
す
る
野
菜
は
、

今
は
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
業
者
や
近

所
の
カ
フ
ェ
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
形
が
不
ぞ
ろ
い
で
、
珍

し
い
食
材
の
た
め
調
理
法
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
産
直
市
に
出

し
て
も
な
か
な
か
手
に
と
っ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
シ
ェ
フ
が
求
め
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
森
脇
さ
ん
は
「
直

接
お
客
さ
ん
の
評
価
が
聞
き
た

い
」
と
、
今
年
の
６
月
に
予
約
制

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店
し
ま
し

た
。
畑
で
採
れ
た
野
菜
や
自
家
製

の
パ
ン
な
ど
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
の

開
発
進
む

　
安
芸
高
田
市
吉
田
町
の
森
脇
良
典
さ
ん

（
66
）
・
照
美
さ
ん
（
65
）
夫
妻
の
畑

（
約
70
㌃
）
は
、
珍
し
い
野
菜
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
よ
う
な
茶

色
の
ピ
ー
マ
ン
「
ミ
ニ
チ
ョ
コ
ベ
ル
」

や
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
よ
う
な
外
見
の
キ
ュ

珍
し
い
野
菜
を
年
間

１
０
０
種
類
栽
培

　
五
日
市
町
石
内
地
区
の
約
20
㌃
の

畑
で
、
ナ
ス
・
ネ
ギ
・
サ
ト
イ
モ
な

ど
季
節
の
露
地
野
菜
を
農
薬
を
使
わ

ず
に
栽
培
し
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
会
社
を
定
年
退
職
後
、
第
二
の
人

生
と
し
て
農
業
の
道
を
選
び
ま
し

た
。
新
規
就
農
者
を
支
援
す
る
市
の

事
業
で
１
年
研
修
を
受
け
、
今
年
で

就
農
７
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
無
農
薬
で
お
い
し
い
も
の
を
作
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ぬ
か
、
鶏

ふ
ん
、
牛
ふ
ん
な
ど
の
有
機
肥
料
を

使
い
、
土
作
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
牛
ふ
ん
堆
肥
は
湯
来
町
の
業
者

か
ら
仕
入
れ
、
春
と
秋
の
年
に
２

回
、
計
４
㌧
混
ぜ
込
み
ま
す
。
ま

た
、
毎
朝
収
穫
し
た
も
の
を
午
後
に

は
出
荷
す
る
の
で
、
鮮
度
に
は
自
信

が
あ
り
ま
す
。

　
種
ま
き
か
ら
収
穫
、
出
荷
ま
で
一

人
で
す
る
た
め
休
日
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
客
さ
ま
か
ら
「
野
菜
に
甘
み

が
あ
り
、
お
い
し
い
」
と
言
わ
れ
た

と
き
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
失
敗
も
あ
り
ま
す
が
、
研
修
仲
間

や
農
事
研
究
会
員
と
の
交
流
を
続

け
、
情
報
交
換
に
よ
り
、
日
々
勉
強

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
生
涯

現
役
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
農
業
に
関
わ

り
、
安
全
・
安
心
な
野
菜
を
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

  

柳
岡  

仁
さ
ん 

（
67
）

や
な  

お
か

ひ
と
し

広
島
市
佐
伯
区

生
涯
現
役
　

農
業
は
第
二
の
人
生

　
月
に
１
回
開
催
さ
れ
る
協
議
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
現
況
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
当
面

は
年
間
３
万
羽
の
生
産
を
目
標
と
し
、
7
月

の
協
議
会
で
は
、
試
食
会
の
計
画
や
統
一
飼

育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
種
鶏
場
・
食
鳥
処

理
場
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
２
年
後
の
販
売

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

だ
い
じ
ど
り

ひ
ろ

「農業には定年がありません。チャレンジする気持ちを持ち続
け、生涯現役がモットーです」と柳岡さん

柳
岡
農
園

「水にも気を使い、自分が掘った井戸の水を使っているんですよ」と収穫した野菜を
手に森脇さん夫妻

東広島市内の料理店「佛蘭西屋」で今年４月に開催
した試食会の様子

ふらんすや
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①装飾品。指輪やネックレスやイ
ヤリングなど

③スポーツや芸能界で、有望な人
材を探し出したり、引き抜いた
りすること

④大気の○○○が30℃以上の日
を真夏日という

⑥整理して、後始末をつけること。
　「過去を○○○○する」
⑧エンジンオイルの量、ベルトの

張りと損傷など、○○○○の点
検はしっかりと！

　（ヒント：５ページ）
⑩運動会の演目の一つ。「○○体

操」
⑭「きびす」ともいわれる人間の足

のある部分
⑯日本語でいうと「左翼手」にあた

る野球の守備のポジション
⑱鋭く俊敏なこと。「動きに○○が

ある」

②「栗鼠」この漢字で表される小さ
な動物は？

④かかし、ライオン、木こりが出てく
る物語「○○の魔法使い」

⑤不意に出てしまうちょっとした動
作。悪い○○

⑦音楽ジャンルの一種で、パッヘル
ベル作曲のものが有名

⑨四字熟語で、晴れた日には耕し、
雨の日には読書をするような生
活のこと

⑪パンダの主食
⑫新潟県佐渡島で有名な、学名
「ニッポニア・ニッポン」の鳥

⑬熟語で隣の家のこと
⑮夕方、夜の闇が広がっていく頃。
「夕○○時」、たそがれ時とも言う

⑰氷をけずりだし、カラフルなシ
ロップをかければ、○○氷の完成

⑲コース、カウント、ハウス。共通す
る最初の二文字は？

⑳「直球」とも呼ばれ、投手によって
は球速150km/h以上にもなる
球種

タテのカギ ヨコのカギ

⑳

⑪ ⑫ ⑨

⑬ ⑭ ⑯⑮

⑲

⑫

⑩⑨

①

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

④③

⑰ ⑱

②

D

A

C C

B

A B C D

●
県
内
散
歩
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
20
歳
に
な
る

孫
に
今
度
一
緒
に
行
け
た
ら
い
い
ね
と
話
し
て
お
り

ま
す
。

廿
日
市
市
　
Ｙ
さ
ん
（
69
）

●
表
紙
を
飾
っ
て
お
ら
れ
る
か
わ
い
い
子
ど
も
さ
ん
。

と
っ
て
も
か
わ
い
く
て
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
吉
田
町
　
Ｉ
さ
ん
（
65
）

●
旬
の
食
材
で
す
こ
や
か
レ
シ
ピ
の
「
小
松
菜
お
こ

わ
」
を
早
速
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

東
広
島
市
黒
瀬
町
　
Ｏ
さ
ん
（
77
）

●
特
集
「
が
ん
ば
ろ
う
!!
広
島
」
は
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
第
一
次
産
業
の
活
性
化
は
こ
れ
か
ら
の
日
本

に
と
っ
て
重
要
な
事
柄
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
達
の

活
躍
が
楽
し
み
で
す
。福

山
市
郷
分
町
　
Ｆ
さ
ん
（
62
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

世羅町：Tさん（80）

「県内散歩」で訪れた竹屋饅頭本舗の砂糖・小麦粉・卵で作
られたせんべいです。一枚一枚丁寧に焼き上げ、仕上げに
竹屋印の焼き印がされた人気商品をお届けします。

竹屋饅頭本舗の
「竹屋おせん」（24枚入り）

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

今回のプレゼント コ
ガ
ラ
シ

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
1
9
年

11
月
５
日（
火
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
7
9
1
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

62
円

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

前
回
の
答
え

ウ 　 タ ワ シ 　 ク
サ ン カ ン シ オ ン
ギ 　 カ テ ト 　 シ
ノ カ ゲ ボ ウ シ
シ ガ 　 ウ 　 カ ラ
ル 　 タ サ イ 　 ジ
コ ウ バ イ 　 ア オ

すてきな絵手紙も
いただきました！

帝釈天により命じられて
橋を架けたとされる鬼の供養塔

（高さ約10mの石柱）

　
広
島
で
愛
さ
れ
る
名
菓
「
竹
屋
饅
頭
」
。
江

戸
時
代
か
ら
１
５
８
年
を
迎
え
、
創
業
当
時
か

ら
変
わ
ら
な
い
製
法
で
作
り
続
け
ら
れ
る
昔
な

が
ら
の
酒
饅
頭
で
す
。

　
良
質
な
地
元
産
の
米
か
ら
作
ら
れ
た
糀
と
も

ち
米
を
自
然
に
発
酵
さ
せ
た
酒
種
を
使
う
た

め
、
皮
が
ふ
わ
っ
と
し
た
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
酒
種
は
甘
酒
の
よ
う

な
も
の
で
、
そ
の
日
の
気
温
・
湿
度
に
よ
っ
て

発
酵
具
合
が
異
な
り
、
そ

れ
を
見
極
め
て
生
地
を
作

り
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
幅
広
く
好
ま
れ
る

竹
屋
饅
頭
の
餡
は
、
小
豆

と
砂
糖
だ
け
で
手
作
り
し

て
い
ま
す
。
焼
き
ま
ん

じ
ゅ
う
や
竹
屋
餅
な
ど
商

品
ご
と
に
５
種
類
、
小
豆

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が 、
地 域ならではの見 所などを訪ねて県内を散 策 。

今回は庄 原 市 東 城 町へ行ってきました。

庄原市東城町 編

天
然
記
念
物「
雄
橋
」

橋中央部が鬼の顔の
ように見える

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に

包
ま
れ
な
が
ら

清
流
沿
い
に
散
策
し
よ
う
！

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に

包
ま
れ
な
が
ら

清
流
沿
い
に
散
策
し
よ
う
！

こ
う
じ

あ
ん

庄原市東城町東城249
TEL 08477-2-0005

お
ん

ば
し

雄橋

竹屋饅頭本舗
中国自動車道

帝釈峡

JR芸
備

線

25

182

JR東
城

駅23

23

23

314 182

東城IC

８代目当主の谷壮一郎さん
「代々受け継いだ酒種で作っている竹屋
饅頭です。日々精進しておいしい饅頭を
作り続けています」

程よい甘さともっちりとした食感。アルコール分は含まれず、お酒
の良い香りだけが残っている。地元では天ぷら粉を付けて揚げて
食べるのがおすすめ

　
庄
原
市
東
城
町
と
神
石
郡
神
石
高
原
町
に
ま

た
が
る
国
定
公
園
「
帝
釈
峡
」
は
、
南
北
約
18

㌔
に
も
お
よ
ぶ
峡
谷
で
す
。
渓
流
沿
い
に
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
春
か
ら
夏
は
木
々
が
新

緑
に
覆
わ
れ
、
涼
み
な
が
ら
自
然
の
中
を
散
策

で
き
ま
す
。
石
灰
岩
地
帯
特
有
の
景
観
は
圧
巻

で
、
自
然
美
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
上
帝
釈
峡
エ
リ
ア
に
あ
る
国
の
天
然
記
念
物

「
雄
橋
」
は
、
巨
大
な
岩
盤
に
渓
水
の
浸
食
作

用
に
よ
っ
て
で
き
た
長
さ
90
㍍
、

幅
18
㍍
、
厚
さ
24
㍍
、
川
底
か
ら

の
高
さ
40
㍍
も
あ
る
日
本
一
の
天

然
の
橋
で
す
。
自
然
が
造
り
だ
し

た
雄
大
か
つ
神
秘
的
な
佇
ま
い
か

ら
、
「
神
様
」
ま
た
は
「
鬼
」
が

橋
を
架
け
た
と
い
う
伝
説
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

竹
屋
饅
頭

の
選
別
か
ら
砂
糖
の
配
合
等
を
変
え
て
い

ま
す
。
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
丁
寧
に
じ
っ

く
り
仕
上
げ
た
こ
だ
わ
り
の
餡
は
、
小
豆

本
来
の
お
い
し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。

城
下
町
と
し
て

栄
え
た
町
並
み
が

今
も
残
っ
て
い
る
ん
だ
！

城
下
町
と
し
て

栄
え
た
町
並
み
が

今
も
残
っ
て
い
る
ん
だ
！
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４
月
か
ら
府
中
市
役
所
農
林
課
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
家
で
は
祖
母
が
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
に
関
わ
る
の
は

ほ
と
ん
ど
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
ま

だ
知
識
・
経
験
不
足
な
点
が
あ
る
の
で
、

日
々
勉
強
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
直
接
農
家
の
方
々
と
触
れ

合
う
機
会
が
多
く
な
る
の
で
、
少
し
で
も

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
。

松
尾 
弥
生
さ
ん
（
23
）

ま
つ  

お

や
よ
い
神
石
高
原
町

き
ら
り

安
芸
太
田
町

　
平
成
22
年
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
と

共
済
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
頃
は
春
や
秋
に
は
学
校
が

休
み
に
な
り
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
家

族
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
に
住

み
続
け
る
こ
と
は
、
農
地
を
守
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
48
年
間
、
恐
羅
漢
ス
キ
ー
場
の
近
く

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
自
分
で
作
っ
た
コ
メ

や
野
菜
を
提
供
し
て
お
り
、
お
い
し
い

と
好
評
で
す
。

　
妻
へ
は
苦
労
を
か
け
ま
す
が
、
い
つ

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

市
田 
義
臣
さ
ん（
77
）

　
　 

幸
子
さ
ん（
76
）

い
ち

だ

よ
し

と
み

ゆ
き

こ

　ＮＯＳＡＩ広島では、表紙モデルになっ
ていただけるお子さまを募集しています。
ご希望の方は、お気軽にＮＯＳＡＩ広島
本所または各支所等までご連絡ください。

表紙モデルを

募集しています

お子さまの笑顔で
表紙を飾って
みませんか？

水 

稲
被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

特 集 

三次市に住む福永蒼馬くん（５）と春陽
ちゃん（３）兄妹。春陽ちゃんはよくお兄ちゃ
んの真似をしたり、後ろを追いかけたりして
います。蒼馬くんは、お父さんの農作業を楽
しみながらお手伝いしています。

表紙写真紹介
ふくなが そう ま はる ひ
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